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中川村第６次総合計画 とは？
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位置
付け

性格

中川村の最上位計画です

村が行うあらゆる活動の基本になるものであり、本村が策定する

各分野の個別計画の最上位に位置する計画です。

総合的な行政経営方針です

 村の目指すべき将来像と、それを実現するために必要な施策な

どの基本的な方針を定めます。

 村の行財政運営を効率的、効果的、計画的に遂行するための指

針になります。

 計画の実現のために必要な施策について、住民の皆さんにも積

極的な参加と協力を期待します。

構成

期間

基本構想を頂点とした３層構造です

 基本的な理念や方針を定める「基本構想」

 基本構想に基づき実施する施策体系を定める「基本計画」

 基本計画に基づき実施する年次事業を定める「実施計画」

基本計画

実施計画

村づくりの基本的な理念と目指すべき将来像、
施策展開の基本的な考え方

基本構想に基づき実施する基本的な施
策の体系

基本計画に基づいた具体的な事
業に対する年次計画で、毎年度の
予算編成の指針となる

基本構想

2029年度までの計画です

 基本構想は2020～2029年度

 後期基本計画は2025～2029年度

※実施計画は３年間で、毎年度更新

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

基本構想

基本計画 ５年（前期基本計画）

１０年

５年（後期基本計画）

本編P.3

本編P.3

本編P.4

本編P.4



 子育てや子ども・若者の成長のための環境づくり

 持続的な地域コミュニティの維持

 地域経済の維持・活性化

 環境意識の向上、気候変動への対応

分野横断施策の設定

 優先順位の高い事業を中心に、複数の部署や機関が連携し、施策に

取り組みます。

総合戦略との一体的な推進

 中川村デジタル田園都市国家構想総合戦略を重点事業に据え、一体
的に推進します。

2030年 4,329人 (推計*：4,136人) 

2060年 3,228人 (推計*：2,757人)

* 国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口（令和５年度）」

優先
課題

工夫

 人口減少・少子高齢化を見据えた学校、商業地、宅地など

の集約・複合的利用の推進

 農業従事者の減少を見据えた農地の集約・適正管理

 公共インフラ・公共施設の効率的な整備
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基本構想

後期基本計画の方針

基本
方針

将来
像

目標
人口

土地
利用

一人ひとりの元気が活きる美しい村 “ なかがわ ”

人口減少を抑えます

方
針

 誰もが安心して元気に暮らせる村づくり

 村全体が農村公園の美しい村づくり

 村の魅力を活かした産業育成で若者が夢を持てる村づくり

 人々が絆（きずな）を実感できる村づくり本編P.8

本編P.9

本編P.10

本編P.13

本編P.35

本編P.36



地域福祉

取組の例
 地域福祉への理解・啓発
 担い手の育成・確保
 重層的支援

村では、第２編第５章の７つの「政策の大綱」を達成するた

め、23の基本施策を掲げ、取り組みを進めます。

地域に暮らす誰にでも居場所や出番、役割があります。住み慣れた地域で

「幸せ」に暮らし続けられる「なかがわ」を目指します。

保健福祉分野 【本編P.48】

保健
福祉

産業
経済

防災
減災
安全

教育
文化

環境
都市
整備

行政
経営

７つの「政策の大綱」：個別分野

支え・支えられて皆が幸せに暮らせる “なかがわ”

少子化対策・子ども子育て支援

取組の例
 子ども・子育て支援の充実
 こども・若者の居場所づくり
 困難を抱えたこども・若者・家庭の支援

高齢者福祉

取組の例
高齢者の就労支援
高齢者の在宅生活支援

自助・互助・共助の仕組みづくり

障がい者福祉

取組の例
障がい者（児）への虐待防止、差別解消
のための相談体制整備や住民への啓発

障がい者の就労支援

健康づくり

取組の例
健康体操教室、食育などの推進
こころの健康についての啓発
広域連携による医療体制充実
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後期基本計画
（中川村デジタル田園都市国家構想総合戦略）

施策
個別分野施策

本編P.47



教育・人材育成

取組の例
こどもの人権侵害の未然防止や早期発
見・早期対応の実施

多様な学びの場や居場所の確保

生涯を通じ、家庭、地域、学校が連携して、郷土を愛し誇りに思う「人」
を育て、悠久の歴史と文化を継承する「こころ豊かな教育」を行うことの
できる“なかがわ”を目指します。

教育・文化分野 【本編P.64】

悠久の歴史の中に人と文化が息づき郷土愛を育む “なかがわ”

生涯学習

取組の例
講座の充実
公民館活動への参加機会の提供

文化の継承・文化芸術の創造

取組の例
文化芸術活動に取り組む団体への支援

生涯スポーツ

取組の例
個々の状況に応じたスポーツ機会の提供

国際交流・多文化共生

取組の例
多言語化の対応

人権の尊重

取組の例
人権問題に関する教育・啓発の推進

災害に強い地域づくり

取組の例
防災士の育成や自主防災組織への支援
避難行動要支援者把握、避難態勢構築

誰もが、安心して暮らし続けることのできる“なかがわ”を目指します。

防災・減災、安全分野 【本編P.75】

誰もが安心・安全に暮らすことのできる “なかがわ”

安心して暮らせる地域づくり

取組の例
道路施設や防犯灯の維持管理
消費者への被害防止の情報提供

持続可能社会の実現

取組の例
利用できる資源による発電・発熱の促進
木の駅プロジェクトへの支援

次世代に豊かな自然環境を継承するための保全に取り組むとともに、快適
な生活環境と持続可能な社会を共に実現する“なかがわ”を目指します。

環境分野 【本編P.82】

多くの自然に育まれ持続可能で快適に暮らし続けられる“なかがわ”

心地よい生活環境の実現

取組の例
山林等の適切な管理による景観の保全
空き家の活用や除却に対する支援

4



農林業の振興

取組の例
農地集積・集約化の促進
特産品づくりの支援・振興
関係人口構築による販売促進

地域特性を活かした多様な産業が連携し、いつまでも働き続けることので
きる就労の場の創出と、担い手の育成で、活力とにぎわいがある“なかが
わ”を目指します。

産業・経済分野 【本編P.90】

いつまでも働き続けられ活気あふれる “なかがわ”

商工業の振興

取組の例
チャオ周辺の活性化の検討
雇用促進に繋がる企業の誘致
お試しシェアオフィスの利用促進

観光の振興

取組の例
農家民宿の開設の支援
周辺のDMOとの連携

就労支援

取組の例
就職祝い金等の就労者への経済的支援
特定地域づくり事業組合設立支援

魅力ある地域づくり

取組の例
水道等のインフラの維持・管理・修繕
お試し住宅の運営、空き家の活用

住民の誰もが住み慣れた地域で暮らし続けるためにコンパクトな村づくりを推
進するとともに、生活機能の維持による快適な暮らしと活動ができる“なかが
わ”を目指します。

都市整備分野 【本編P.102】

生活基盤が整い快適で暮らしやすい “なかがわ”

交通環境の整備

取組の例
巡回バス、チョイソコなかがわ等の運行
高校生の通学への支援

住民が主役の地域づくり

取組の例
 地域づくりの新たな担い手の確保
 他地域との交流

限られた行政資源を有効に活用し、サービスの「質」と「量」のバランスに配
慮しつつ、協働の村づくりによる持続可能な“なかがわ”を目指します。

行政経営分野 【本編P.110】

住民への行政サービスを維持しつつ持続可能な “なかがわ”

行財政運営

取組の例
公共施設の適切な配置と管理運営
職員の資質向上に資する研修の実施
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後期基本計画では、これまでに推進してきた「個別分野施策」に加

えて、新たに４つの「分野横断施策」を設定します。

「分野横断施策」は、村が抱える特に重要な課題に対応するため、

複数の部署や機関が分野横断型で連携し、村の将来像を実現するた

めに優先順位の高い事業を中心に取り組みます。

✓幼少期から生きる力を身に付けるための保育・子育て環境づくり

✓学童期の学びや体験の提供を通じた社会への参画や活躍の推進

✓若者の成長・活躍のための支援

1 こどもの健やかな成長のための環境づくり

✓住まいをみつけやすい環境づくり

✓村に住むことの魅力や各種生活情報の発信

✓若者や移住者が地域で活躍しやすい環境づくり

2 住まいの確保を通じた定住と移住の促進

✓集落機能の維持・活性化

✓地域内外の交流の促進・関係人口の拡大

3 持続的な地域コミュニティ活動の推進

✓農業を軸とした経済活性化の推進

✓来訪客を通じた外貨の獲得の拡大

✓地域全体としての事業活動支援

4 地域資源を活かした経済の活性化
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産業
経済

分野
横断

本編P.119

部署や機関などの枠組みを超えた取り組み

保健
福祉

教育
文化

防災
減災
安全

産業
経済

行政
経営

保健
福祉

産業
経済

環境
都市
整備

行政
経営

都市
整備

行政
経営

保健
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村民とともにすすめる“村づくり”
～さまざまな形でご意見をいただきました～

発行日 令和７年（2025年）３月発行

発 行 中川村

所在地 〒399-3892

長野県上伊那郡中川村大草4045-1

電 話 0265（88）3001（代表）

編 集 中川村役場地域政策課

中川村第６次総合計画 【概要版】

住民意識調査
令和６年６月

18歳以上の1,000人の方を対象に、生活や村政等に

関するご意見をいただきました。

村からの転出者

へのアンケート

令和６年11月

18歳～35歳の村外で暮らす120人を対象に、外から

見た中川村についてご意見をいただきました。

パブリック

コメント

令和７年２月

後期基本計画書（案）に対するご意見をいただき

ました。

ワークショップ
令和６年11月

様々な方が、村の課題や魅力・未来について話し

合いをしました。

 住民ワークショップ

 高校生ワークショップ

 中学生ワークショップ

 移住者インタビュー
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中川中川村第６次総合計画全編は、
村ホームページからご覧いただけます。


